
東っ子ゆうゆうプラザ

会場 開設 令和７年度の活動状況（全校児童数 ２１８名） 

菖蒲東小 
平成 26年

10月 

子ども 

（参加率） 
実施委員 サポーター

開設期間 

曜日・数 
講座数 

ゆうゆう名の由来 

小学校の名前が由来 

４９ 

（22.5％） 
２５ ２２ 

9/8 ～2/9 

月曜 ５回 
７講座 

１ 実行委員長・校長先生からのメッセージ 

 

 

 

 

２ 講座紹介 

1 外あそび（校庭） 
野球（ソフトボール）やサッカー、ドッジボールを校庭で行いました。 

2 体育館あそび（体育館） 
バスケットボールやバドミントン、ドッジボールを体育館で行いました。 

3 クッキング（家庭科室） 
おやつづくりをお家の人と一緒に行いました。 

4 創作あそび（理科室） 
ＵＶレジンの小物づくりと季節のフラワーアレンジメントを行いました。 

5 室内あそび（図書室） 
将棋やオセロをやったり、昔のあそびやスポーツ吹き矢にも挑戦したりしました。 

6 こども実施委員（ＳＳＲ） 
活動の様子の写真撮影やパネルづくり、活動開始や終了の放送などをしました。 

7 【特別講座】ピックルボール（体育館） 
久喜市スポーツ振興課の方を指導者に来ていただき、基礎から楽しく体験しました。 

実施委員長  小山 康弘 

今年度も市教育委員会、学校、地域、なら

びに PTA の皆様のご支援を賜り、活動を継

続できましたことを厚く御礼申し上げます。 

9 月の始動に際しては、昨今の気候を考慮

し暑さ対策を徹底いたしました。内容面で

は、市スポーツ推進課のご協力により、話題

の「ピックルボール」を導入したほか、

「UV レジン製作」や「フラワーアレンジメ

ント」、「クッキング」などを実施しまし

た。安全面を考慮しての保護者の皆様と子ど

もたちが共に活動する中で、新たな学びや交

流が生まれたものと確信しております。ゆう

ゆうプラザは『子どもたちの笑顔』を原動力

に活動しております。今後も東っ子の笑顔の

ため、関係各位の変わらぬご協力をお願い申

し上げます。

校長  布施 昌美 

 小山実施委員長をはじめ、実施委員、講

師・サポーターの皆様、そしてPTAゆうゆう

部の保護者の皆様に支えられ、今年も「東っ

子ゆうゆうプラザ」を開催できましたことを

心より感謝申し上げます。 

 本活動も１１年目を迎え、今年もたくさん

の子どもたちの笑顔に出会うことができまし

た。「UV レジン」や「ピックルボール」と

いった新たな活動、そして子どもたちの挑戦

をいつも後押ししてくださる皆様の熱意と優

しさが、この笑顔を支えているのだと改めて

実感しております。 

今後とも、地域・家庭・学校が一体とな

り、東っ子の健全育成に向けて変わらぬご支

援・ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 
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３ 成果と課題 

○ 【特別講座】ピックルボールやＵＶレジンの小物づくりなど新しい講座を増やすことがで

きた。

○ 地域や保護者の方だけでなく、市スポーツ推進課の方の協力で新しい講座を増やしたため

参加児童数が前年度より増えた。安全面を考慮し保護者同伴の参加を依頼したため、保護

者の活動サポーターが増えた。

○ 「教える・教わる」講座から、「一緒に学ぶ・遊ぶ・楽しむ」講座に少しずつ変わってき

ている。子どもたちの自主性や主体性が育まれている。

▼ 実施委員や地域サポーターの高齢化が深刻であり、新たな人材の発掘が急務である。

▼ 学校と協力し、実施委員の仕事のＤＸ化を進めているが、担当者が毎年変わるため、仕事

内容を精査し、「見える化」と「システム化」して分業できるようにしていく。

４ 写真集 
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